
令和7年度（2025年度）

全国学力・学習状況調査 泉大津市の結果概要

今回お知らせする結果は、学力や学習状況の一部分であり、子どもたちの
学力や 学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 



令和7年度 全国学力・学習状況調査の概要
○目 的：義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、

◉全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。
◉学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
◉そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○日 時：令和７年４⽉14⽇(⽉)〜17⽇(⽊)

○対 象： 小学校６年生、中学校３年生

○実施児童数 ： 小学校６年生： 泉大津市 ５16人 全国 936,576人
    中学校３年生： 泉大津市 ５４9人 全国 871,097人

○調査事項： ①児童⽣徒 ： 教科調査〔国語、算数･数学、理科〕/ 質問調査
 ②学 校 ： 質問調査

○調査問題：・学習指導要領で育成を⽬指す、知識及び技能や思考⼒、判断⼒、表現⼒等を問う問題を出題。
・「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善のメッセージを発信。

○今年度の調査の特徴： ・CBT調査の導⼊（中学校理科） ・⽣徒質問でのランダム⽅式の試⾏
 ・多様な⽣徒の状況把握・結果公表の内容、スケジュールの改善



令和7年度 全国学力・学習状況調査

教科に関する調査結果
小学校



【小学校 国語】

・時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、
内容の大体を捉えることはできている。

・⽬的に応じて、⽂章と図表などを結び付けるなど
して必要な情報を⾒付けることに引き続き課題がある。

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は得意ですか 57.7 61.4 61.4

国語の勉強は好きですか 56.5 56.6 58.3

国語の授業の内容はよく分かりますか 83.7 83.9 82.8

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

88.8 88.5 90.4

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 75.3 77.0 76.9 

(2) 情報の扱い方に関する事項 58.3 61.5 63.1 

(3) 我が国の言語文化に関する事項 81.8 80.3 81.2 

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 61.8 65.0 66.3 

Ｂ 書くこと 67.4 67.1 69.5 

Ｃ 読むこと 51.0 56.1 57.5 

評価
の

観点

知識・技能 72.7 73.9 76.9 

思考・判断・表現 59.1 62.1 63.1 

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 ８．８問 / 1４問 ６３％ 3.1％

大阪府（公立） ９．２問 / 1４問 ６５％ 3.4％

全国（公立） ９．４問 / 1４問 ６６．８％ 3.3％

＜ 正答数分布グラフ ＞
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結果のポイント（小学校 国語）

[知識及び技能]

（２）情報の扱い方に関する事項

◆情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと

に課題がある。 [１二]

（３）我が国の言語文化に関する事項

◇時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付くことはできている。 [３一]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（１）⾔葉の特徴や使い⽅に関する事項

◇◆学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことについては、改善の状況も

見られるが、引き続き課題がある。 [２四ア・イ]



結果のポイント（小学校 国語）
[思考力、判断力、表現力等]

A 話すこと・聞くこと

◇話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることは概ねできている。 [１三（２）]

◆目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討することに引き

続き課題がある。 [１一]

B 書くこと

◇図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することはできている。 [２二]

◆書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章の構成を考えることに課題が

ある。 [２一]

◆目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することに引き続き課題が

ある。 [２三]

C 読むこと

◇時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることはできている。 [３二（１）]

◆事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することに引き続き課題がある。 [３二（２）]

◆目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに引き続き課題がある。 [３三（１）（２）]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点



具
体
的
な
設
問
例

大
問
１
二

１

質
問
す
る
内
容
を
丸
で
囲
み
、質
問
し
な
い
内
容
に
線
を
引
い
て

区
別
し
て
い
る
。

２

質
問
す
る
内
容
を
四
角
で
囲
み
、線
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

流
れ
を
整
理
し
て
い
る
。

３

質
問
す
る
内
容
を
短
い
言
葉
で
書
き
、線
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
質
問
を

一
つ
に
し
ぼ
っ
て
い
る
。

４

質
問
す
る
内
容
を
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
書
き
、多
く
の
質
問
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

泉大津市 ５8．3％
（全国 63.2％）

情
報
と
情
報
と
の
関
係
付
け
の
仕
方
、図
な
ど
に
よ
る
語
句
と
語
句
と

の
関
係
の
表
し
方
を
理
解
し
使
う
指
導
の
充
実

9.1 22.7 58.3 8.3

〈反応率（％）〉

今回の結果から、小森さんたちの【話し合いの様
子】と【話し合いの記録】とを結び付けて、情報と
情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語
句との関係の表し方を理解し使うことに課題があ
ると考えられる。

【
話
し
合
い
の
記
録
】
の
書
き
表
し
方
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
１
か
ら
４

ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

目的や意図に沿って、線や囲みなど図
示することによって自分なりに情報を整
理できるようにすることが重要。

また、第５学年及び第６学年の〔思考
力、判断力、表現力等〕の「A話すこと・
聞くこと」の⑴「ア目的や意図に応じて、
日常生活の中から話題を
決め、集めた材料を分類したり関係付
けたりして、伝え合う内容を検討するこ
と。」との関連を図り、指導の効果を高
めることが考えられる。

情報の整理の仕方については、様々な
方法があり、年間を通じて複数回、意図
的に指導することも大切。

それぞれの解答類型に
ついて、児童の思考の
流れを考えてみると…

〔解答類型３〕 泉大津市 ２２．７％（全国 １８．８％）

【話し合いの記録】から、小森さんが短い言葉で
記録していることや、線で内容をつないでいるこ
となどの表し方を理解することはできていたが、
語句と語句との関係を理解することができなかっ
た児童がいたと考えられる。

リーディングスキル 「イメージ同定」



具
体
的
な
設
問
例

大
問
１
一

１

複
数
の
質
問
の
ち
が
い
を
明
確
に
し
て
聞
く
こ
と
で
、聞
き
た
い

こ
と
を
相
手
か
ら
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

２

複
数
の
質
問
の
ち
が
い
を
明
確
に
し
て
聞
く
こ
と
で
、相
手
が

答
え
や
す
い
内
容
を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

３

複
数
の
質
問
を
関
連
づ
け
て
聞
く
こ
と
で
、相
手
が
答
え
や
す
い

内
容
を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

４

複
数
の
質
問
を
関
連
づ
け
て
聞
く
こ
と
で
、聞
き
た
い
こ
と
を

相
手
か
ら
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

泉大津市 ５0．2％
（全国 53.5％）

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、日
常
生
活
の
中
か
ら
話
題
を
決
め
、集
め
た
材

料
を
分
類
し
た
り
関
係
付
け
た
り
し
て
、伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る

指
導
の
充
実

50.2 25.0 11.6 11.8

〈反応率（％）〉

〔解答類型３〕
小森さんの「聞くことができるかもしれないよ。」という
発言などから、自分たちが聞きたいという意図よりも、
相手が答えやすいように質問を考えていると捉えた児
童がいたと考えられる。

【
話
し
合
い
の
様
子
】
の
小
森
さ
ん
は
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
考
え
て
、部
の
発
言

を
し
ま
し
た
か
。最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書

き
ま
し
ょ
う
。

知りたいことについて、自分が知っているこ
とや予想したこと、疑問に感じていることなど
を聞く目的や意図に応じて内容ごとにまとめ
たり、それらを互いに結び付けて関係を明確
にしたりすることが重要。

また、知りたいことを聞くという目的に加え
て、相手の答えを予想したり、予想した答えと
関連して聞きたいことを考えたりするなど、聞
くときの場面や状況を意識することも大切。

令和６年度【小学校】国語１一（泉大津  64.４％）
の問題において、「目的や意図に応じて、日常生活
の中から話題を決め、伝え合う内容を検討すること」、
令和６年度【小学校】国語１三（泉大津  6３.７％）に
おいて、「目的や意図に応じて、集めた材料を分類し
たり関係付けたりして、伝え合う内容を検討するこ
と」に課題が見られたことを踏まえて出題された。

今回の結果から、目的や意図に応じて、日常生活の
中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付
けたりして、伝え合う内容を検討することに引き続き
課題があると考えられる。

そもそも、「明確にして」「関連
づけて」は理解できている？

「語彙」



具
体
的
な
設
問
例

大
問
２
一

１

読
ん
で
ほ
し
い
順
序
を
明
確
に
し
て
、時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て

書
い
て
い
る
。

２

伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
を
明
確
に
し
て
、内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に

分
け
て
書
い
て
い
る
。

３

文
章
の
筋
道
が
整
う
よ
う
に
、原
因
と
結
果
を
明
ら
か
に
し
て

書
い
て
い
る
。

４

読
み
手
の
目
的
に
応
じ
て
読
め
る
よ
う
に
、使
い
方
の
手
順
に

沿
っ
て
書
い
て
い
る
。

泉大津市 64.0％
（全国 65.6％）

書
く
内
容
の
中
心
を
明
確
に
し
、内
容
の
ま
と
ま
り
で
段
落
を
つ
く
っ
た

り
、段
落
相
互
の
関
係
に
注
意
し
た
り
し
て
、文
章
の
構
成
を
考
え
る
指

導
の
充
実

19.2 5.8 64.0 9.5

〈反応率（％）〉

書く内容の中心を明確にし、内容のま
とまりで段落をつくったり、段落相互の関
係に注意したりして、文章の構成を考え
ることに課題があると考えられる。

〔解答類型１・４〕
順序に着目してしまい、伝えたいことの

中心を明確にして、内容のまとまりごとに
分けて書いていると捉えることができな
かった児童がいたと考えられる。

山
田
さ
ん
は
、文
章
の
構
成
を
く
ふ
う
し
て
【
ち
ら
し
】
を
書
い
て
い
ま
す
。山
田
さ
ん
が
文
章
の
構
成

を
ど
の
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
い
る
か
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の
１
か
ら
４
ま

で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

文章を書く際にまずはそれぞれの児童が「何
のためにその文章を書きたいのか」という目的
を明確にもつことが大切。
その上で、その目的を達成するには、「何を書き
たいのか」を整理し、書く内容の中心を決める
ことが重要。

児童によっては、書く内容の中心が明確になっ
ているが、内容のまとまりごとに構成できない児
童もいると考えられる。その場合は、第５学年及
び第６学年の〔思考力、判断力、表現力等〕の
「B 書くこと」の（１）「ア目的や意図に応じて、
感じたことや考えたことなどから書くことを選
び、集めた材料を分類したり関係付けたりして、
伝えたいことを明確にすること。」と関連付けな
がら内容のまとまりで段落をつくったり、段落相
互の関係に注意したりして文章の構成を考える
ことが効果的。

その際、〔知識及び技能〕（２）情報の扱い方に
関する事項との関連を図りながら指導の効果
を高めることも考えられる。

授業で配布するワークシート等
は整え過ぎていない？

選択肢の文章を正しく
読解できていない？



具
体
的
な
設
問
例

大
問
２
三

〈
条
件
〉

○
【
ち
ら
し
】
の

部
を
書
き
直
し
、く
わ
し
く
す
る
こ
と
。 

（
一
文
で
な
く
て
も
よ
い
。 

）

○
【
調
べ
た
こ
と
】
の
〈
本
を
読
ん
で
分
か
っ
た
こ
と
〉
と
〈
使
っ
て
み
て
分
か
っ
た
こ
と
〉
の
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

○
六
十
字
以
上
、百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。

泉大津市 57.0％
（全国 61.4％）

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
な
ど
、

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る
指
導
の
充
実

山
田
さ
ん
は
、【
ち
ら
し
】
の
書
き
表
し
方
に
つ
い
て
友
達
に
相
談
し
、【
ち
ら
し
】
の

部
を
く
わ
し
く

書
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
、次
の
【
調
べ
た
こ
と
】
を
見
直
し
ま
し
た
。あ
な
た
が
山
田
さ
ん
な
ら
、ど

の
よ
う
に
書
き
直
し
ま
す
か
。あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

反応率

（％）
正答

1 条件①、②a、ｂの両方、③を満たしているもの 57.0 〇

2 条件①、②a、bの両方は満たしているが、条件③は満たしていないもの 0.4

3
条件①、②aは満たしているが、条件②ｂは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
9.9

4
条件①、②bは満たしているが、条件②aは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
14.5

5
条件①は満たしているが、条件②a、bは共に満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。
11.0

99 上記以外の解答 4.7

0 無解答 2.5

解答類型

（正答の条件）

　次の条件を満たして解答している。

　　① 【ちらし】の　　　　部を書き直し、詳しくしている。

　　② 【調べたこと】のうち、以下のことから言葉や文を取り上げて書いている。

　　　a〈本を読んで分かったこと〉

　　　b〈使ってみて分かったこと〉

　　③ 60字以上、100字以内で書いている。

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事
実と感想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫することに引き続き課題があると考えられる。



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

泉大津市 9.9％（全国 8.7％）

泉大津市 14.5％（全国 12.7％）



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

泉大津市 11.0％（全国 7.9％）

泉大津市 4.7％（全国 4.0％）

泉大津市 2.5％ （全国 5.0％）【無解答率（％）】



具
体
的
な
設
問
例

大
問
２
三

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
な
ど
、

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
き
表
し
方
を
工
夫
す
る
指
導
の
充
実

山
田
さ
ん
は
、【
ち
ら
し
】
の
書
き
表
し
方
に
つ
い
て
友
達
に
相
談
し
、【
ち
ら
し
】
の
部
を
く
わ
し
く
書

い
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
、次
の
【
調
べ
た
こ
と
】
を
見
直
し
ま
し
た
。あ
な
た
が
山
田
さ
ん
な
ら
、ど
の

よ
う
に
書
き
直
し
ま
す
か
。あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

文章を書く目的や意図に応じて伝えたいことを
明確にすることが重要。
友達と話し合い、読み手の立場から「どこを詳し
くすれば目的や意図に応じた文章になるのか」と
いうことを中心にアドバイスし合う場面を設定す
ると効果的。
その際、詳しくする前後の文章をモデルとして提

示することで詳しくすることのよさを実感できるよ
うにすることも考えられる。

児童によっては「詳しく書いた方がよい」と分
かっていても「どのように書き表すと詳しくなるか」
が分からないこともあると考えられる。こうした児
童に対しては、詳しくする方法をいくつか知ること
ができるように友達同士で書いた文章を見せ合
い、詳しくする方法を話し合うことも効果的。
また、必要に応じて、児童が気付いた方法を教

師が価値付けし、まとめることも考えられる。

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

「目的に応じて、簡単に書いたりくわしく書いたりするなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫して文章を書いているか」との質問に
肯定的に回答した児童は、大問２ 三の正答率が高い傾向が見られる。

38.0 41.9 16.5泉大津市 （正答率）57.0％



具
体
的
な
設
問
例

大
問
３
二
（
２
）

１

時
代
と
と
も
に
言
葉
の
意
味
が
変
わ
る
。

２

時
代
と
と
も
に
も
の
の
使
い
方
が
変
わ
る
。

３

世
代
に
よ
っ
て
も
の
の
呼
よ
び
方
が
ち
が
う
。

４

世
代
に
よ
っ
て
言
葉
の
使
い
方
は
変
わ
ら
な
い
。

泉大津市 43.8％
（全国 51.3％）

事
実
と
感
想
、意
見
な
ど
と
の
関
係
を
叙
述
を
基
に
押
さ
え
、文
章
全
体

の
構
成
を
捉
え
て
要
旨
を
把
握
す
る
指
導
の
充
実

4.7 32.2 15.5 43.8

〈反応率（％）〉

今回の結果から、事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、
文章全体の構成を捉えて要旨を把握することに課題があると考えられる。

〔解答類型２〕
時代とともに変わることは理解することができたが、それが言葉の意味
であるということを捉えることができなかった児童がいたと考えられる。

〔解答類型３〕
【資料３】の内容の中心となる事柄を捉えることができなかった児童が
いたと考えられる。また、【資料３】を読まずに、【木村さんの経験】を基に
して考えた児童もいたと考えられる。

【
木
村
さ
ん
の
メ
モ
】
の
イ
に
当
て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
【
資
料
３
】
を
読
み
、

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

要旨を把握するためには、文章の各部分だけを取り上げるのではなく、
文章全体の構成を捉えることが重要。

書き手がどのような事実を理由や事例として挙げているかを書き出し、
書き手の考えを自分の言葉で短くまとめるなどして、内容の中心となる
事柄などを捉えることができるよう指導することが必要。その際、文章の
各部分だけを取り上げるのではなく、全体を通してどのように構成され
ているのかを正確に捉えることができるように指導することが重要。

また、文章全体の構成を捉えたり要旨を把握したりすることの必要性を
感じられるように、活動の目的や価値を明確にしておくことが大切。
例えば、対話の中で友達と考えを伝え合ったり、自分の経験や知識を結
び付けて考えたりしながら、文章を読む活動の目的を明確にできるよう
にすると効果的。



【小学校 算数】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 8.7問 / 16問 54％ 3.9％

大阪府（公立） 9.2問 / 16問 58％ 3.7％

全国（公立） 9.3問 / 16問 58.0％ 3.6％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と計算 60.7 62.4 62.3 

Ｂ 図形 51.2 55.7 56.2 

Ｃ 測定 47.9 53.8 54.8 

Ｃ 変化と関係 53.2 57.3 57.5 

Ｄ データの活用 59.7 61.5 62.6 

評価の観点
知識・技能 62.5 65.1 65.5 

思考・判断・表現 43.9 47.9 48.3

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

算数の勉強は得意ですか 55.4 59.7 60.3

算数の勉強は好きですか 52.0 56.0 57.9

算数の授業の内容はよく分かりますか 80.7 79.8 78.3

算数の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

90.7 89.9 91.6

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞
0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

・異分⺟の分数の加法の計算をすることはできているが、数直線上で、
１の⽬盛りに着⽬し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることに課題が
ある。

・伴って変わる⼆つの数量の関係に着⽬し、必要な数量を⾒いだすことは
できているが、「10％増量」の意味を解釈し、「増加後の量」が「増加前
の量」の何倍になっているかを表すことに課題がある。

・棒グラフから項⽬間の関係を読み取ることはできているが、⽬的に応じ
て適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を⾔葉や数
を⽤いて記述することに課題がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞



具体的な問題例
大問１（１） 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができるかどうかをみる

泉大津市 79.7％
（全国 78.7％）

（１）あいりさんたちは、 2026 年度からブロッコリーが指定野菜に追加されることをニュースで知り、指定野菜について調べることにしました。

反応率

（％）
正答

1 0.5 3.5

2 2 79.7 〇

3 8 13.6

4 16 2.5

99
上記以外

の解答
0.4

0 無解答 0.4

解答類型

それぞれの解答類型に
ついて、児童の思考の
流れを考えてみると…

【解答類型３】
2022年の出荷量が約16万ｔ、2002年の出荷量が約８万ｔ
であることを読み取り、誤ってその差を求めていると考えられ
る。または、2002年の出荷量が約８万ｔであることから、８と解
答していると考えられる。

棒グラフからデータの特徴や傾向を読み取る際に、
目的に応じて、差を求めたり、何倍かを求めたりする
ことで、項目間の関係を読み取ることができるように
することが大切。

リーディングスキル 「イメージ同定」



具体的な問題例
大問１（２）

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を
用いて記述できるかどうかをみる

泉大津市 ２５．８％
（全国 ３１．０％）

（２）2023 年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、 2013 年より増えたかどうかを、下の ア と イ から選んで、その記号を書きましょう。
また、その記号を選んだわけを、言葉や数を使って書きましょう。そのとき、どちらのグラフのどこに着目したのかがわかるようにしましょう。

2023年は2013年より増えたと判断できている解答類型１
～５の反応率の合計は7５.8％である。

【解答類型２】
②の記述ができていない。

【解答類型４】
(例) 「グラフ２を見ると、その他が61％から67％に増えてい
るから。」と記述。グラフ２の「その他」の出荷量の割合に着
目していると考えられる。

 【解答類型６】
グラフ２を見て、割合が減ったと判断していると考えられる。

様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて複数のグラフから
適切なグラフを選択してデータの特徴や傾向を捉え判断し、その

判断の理由を他者に分かりやすく表現できるようにするこ
とが重要。

その際、データの中の数量の大きさの違いを一目で捉えること
ができるという棒グラフの特徴や、複数のデータについて項目の
割合を比較することができるという帯グラフの特徴を理解できる
ようにすることが大切。

リーディングスキル 「イメージ同定」

（正答の条件）
記号をアと選び、次の①、②の全てを書いている。
① グラフ３に着目したことを表す言葉
② 2023年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が、

2013年より多いことを表す言葉や数

反応率

（％）
正答

1 ①、② 25.8 〇

2 ① 24.4

3 ② 5.4

4 類型１～３以外 18.6

5 無解答 1.6

6
出荷量の割合に

ついて書いている
16.3

7 類型６以外 4.3

8 無解答 0.8

99 1.0

0 1.9

解答類型

上記以外

無解答

ア

イ



具体的な問題例
大問２（２） 台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる

泉大津市 ４２．８％
（全国 ５０．５％）

【解答類型２】
選択肢１のような上下に向かい合った一組の辺が
平行で上の辺の長さが下の辺の長さよりも短い四
角形や、選択肢３のような左右に向かい合った一組
の辺が平行な四角形を台形と捉えることはできて
いるが、選択肢５のような上下に向かい合った一組
の辺が平行で上の辺の長さが下の辺の長さよりも
長く、直角のある四角形を台形と捉えることはでき
ていないと考えられる。

図形の置き方をいろいろと変えても、図形を構成す
る要素及びそれらの位置関係に着目して、図形を弁
別できるようにすることが重要。

置き方をいろいろと変えて示された幾つかの四角形
の中から台形を弁別し、その理由を説明する際、図形
を構成する要素及びそれらの位置関係に着目しなが
ら、図形の性質を基に弁別した理由を説明することで、
置き方をいろいろと変えても図形の性質は変わらな
いことを理解できるようにすることが大切。

台形でない図形についても、図形を構成する要素及
びそれらの位置関係に着目しながら、図形の性質を
基に台形でない理由を説明したり、それらの図形をど
のように構成し直せば台形になるのかを考えたりする
ことができるようにすることも大切。

リーディングスキル 「具体例同定」

反応率

（％）
正答

1 １，３，５ 42.8 〇

2

１，２，３

１，３，４

１，３

28.1

3

１，２，５

１，４，５

１，５

1.6

4

２，３，５

３，４，５

３，５

1.2

6

１，２，４

１，２

１，４

11.8

99 上記以外 13.2

0 無解答 1.2

解答類型



具体的な問題例
大問２（４）

基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や言葉を用いて記述できる
かどうかをみる



具体的な問題例
大問２（４）

基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を、式や言葉を用いて記述できる
かどうかをみる

泉大津市 31.0％
（全国 37.3％）

基本図形に分割するなど、面積の求め方を
知っている既習の図形を見いだして、面積の
求め方を考えることができるようにすること
が大切。

その際、面積を求めるために必要な辺の長
さなどを捉え、面積の求め方について式や
言葉を用いて表し、説明できるようにするこ
とが大切。

28.3

17.1

26.7

2.1

4.3

31.0

2.1

6.6

3.3

2.3

2.1

【解答類型5・10】
図形の面積の求め方を言葉の式で記述す
ることはできているが、必要な長さを見いだ
して式や言葉を用いて記述することができ
ていない。



具体的な問題例
大問３（２）

分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分
数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

泉大津市 １７．６％
（全国 ２３．０％）

分数の加法について、数の表し方
の仕組みや数を構成する単位に着
目して、共通する単位分数を見い
だすことで、既習の整数の加法に
帰着できるようにすることが大切。

反応率

（％）
正答

1 ①、②、③ 17.6 〇

4 ① 7.0

6 通分について書いている 32.9

99 上記以外 25.4

0 無解答 11.0

解答類型



具体的な問題例
大問３（３）

数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることができるか
どうかをみる

泉大津市 33.7％
（全国 35．4％）

数直線上の目盛りが表す数を分
数で表すことで、分数の意味や表
し方について理解を深めることが
できるようにすることが重要。

5.8％。

3.5

15.3

2.3

15.5

33.7

4.5

13.0

7.8

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



具体的な問題例
大問４（１）

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができるかどうかを
みる

反応率

（％）
正答

1 ア 81.6 〇

2 イ 4.8

3 ウ 6.8

4 エ 1.4

99 上記以外 1.6

0 無解答 3.9

解答類型

日常生活の問題を解決するために、ある一つ
の数量を調べようとするとき、その数量を直接調
べにくい場合は、その数量と関係のある他の数
量を使って調べられないかと考えて事象を観察
し、伴って変わる二つの数量に着目し、必要な数
量を見いだすことができるようにすることが重要。

その際、一方の数量を決めればもう一方の数
量がどのように決まるのか、あるいは、一方の数
量は他の数量に伴ってどのように変化するのか、
という見方で二つの数量の関係を捉えることが
できるようにすることが大切。



具体的な問題例
大問４（２）

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題を解決するために必要な数量を見いだし、
知りたい数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

複数の情報から場面に基づいて必要な数量を見いだし、それらの数量の関係
を捉えるとともに、その関係を式や言葉の式に表現できるようにすることが重要。
例えば、絵や図などを用いて使いかけのハンドソープの重さには容器の重さも

含まれていることを捉えることができるようにすることが大切。

1.6

3.7

43.8

1.6

0.0

6.8

1.0

1.9

3.9

4.8

9.7

12.2

9.1



【小学校 理科】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 8.7問 / 17問 51％ 2.6％

大阪府（公立） 9.3問 / 17問 55％ 3.2％

全国（公立） 9.7問 / 17問 57.1％ 2.8％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

「エネルギー」を柱とする領域 43.0 43.9 46.7 

「粒子」を柱とする領域 47.4 49.4 51.4 

「生命」を柱とする領域 41.8 49.0 52.0 

「地球」を柱とする領域 61.9 63.9 66.7 

評価の観点
知識・技能 50.6 52.7 55.3 

思考・判断・表現 51.7 56.2 58.7 

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

理科の勉強は好きですか 76.2 76.1 80.1

理科の授業の内容はよく分かりますか 85.4 87.2 88.9

理科の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

78.3 77.7 79.9

将来、理科や科学技術に関係する職業に
就きたいと思いますか

28.6 31.8 30.0

0%
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貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞

・電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの
知識は身に付いている。

・レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問
題を見いだし、表現することに課題がある。



結果のポイント（小学校 理科）

[比較的できている点]

◇ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を正しく設定

した実験の方法を発想し、表現することができている。 [１（１）地球]

◇ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対するまとめ】

を基に、他の条件での結果を予想して、表現することができている。[１（３）地球]

◇ 電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いている。

[２（３）エネルギー]



結果のポイント（小学校 理科）
[課題のある点]

◆ 身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識を身に付けること 。

[２（１）エネルギー、粒子]

◆ 電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現すること。 [２（２）エネルギー]

◆ 発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現すること。 [３（３）生命]

◆ 種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現すること。 [３（４）生命]

◆ 水の温まり方について、問題に対するまとめを導きだす際、解決するための観察、実験の方法が適切であったかを

検討し、表現すること。 [４（１）粒子]

◆ 「水は温まると体積が増える」を根拠に、海面水位の上昇した理由を予想し、表現すること。 [４（３）ク粒子]



具体的な問題例
大問１（１）

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を正しく
設定した実験の方法を発想し、表現することができるかどうかをみる

泉大津市 72.7％
（全国 79.6％）

実験の方法を発想し、表現する
には、予想や仮説を基に制御すべ
き要因と制御しない要因を区別す
ることが大切である。

そのため、変える条件や変えない
条件を整理しながら、実験の方法
を考えることの重要性について意
識して授業を改善することが大切。

（正答） ア ３００ イ ２５０



具体的な問題例
大問１（２）

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、結果を基に結論を導いた
理由を表現することができるかどうかをみる

泉大津市 ５７．２％
（全国 ６０.6％）

【問題に対するまとめ】を導くには、【結果】を基に考察する
ことが大切。
そのため、考察する際、結論の根拠は何かを考えることの重
要性について意識して授業を改善することが大切である。

反応率

（％）
正答

1 ①、②を全て記述しているもの 6.8 ◎

2 ①を記述し、②を記述していないもの 18.6 〇

3 ②を記述し、①を記述していないもの 31.8 〇

4
「水がしみ込む時間がちがった」という結果を

用いず、まとめと同じ趣旨で記述しているもの
10.3

99 上記以外 25.8

0 無解答 6.8

解答類型
国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



具体的な問題例
大問２（２）

電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうか
をみる

泉大津市 ３７．７％
（全国 ４３．１％）

２４．０％７．２％

３２．９％

「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、かね（ベル）が鳴る」のは、どのような回路でしょうか。下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、その番号を書きましょう。



具体的な問題例
大問２（２）

電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうか
をみる

図の意味を理解し、回路がつながっているかどうかを確認するなど、実験の計画を振り
返ったり、修正したりする活動を設けることが大切である。

「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、かね（ベル）が鳴る」のは、どのような回路でしょうか。下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、その番号を書きましょう。

「正答数の少ない児童」では、約4割が「類型３」である。

「平均的な正答数の児童」においても、正答の割合は4割弱である。

回路中にある「電気を通さない持ち手」を見いだすことができていないと考えられる。

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



具体的な問題例
大問２（４）

乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身に付いているかどうかをみる

泉大津市 ４９．４％
（全国 ５５．３％）

１２．４％
（全国 9.4％）

９．９％
（全国 8.9％）

２７．３％
（全国 25.4％）

かん電池 2 個を直列につなぎ、電磁石の強さを最も強くできるのは、どのようなつなぎ方ですか。下の １ から ４ までの中から 1 つ選んで、その番号を書きま
しょう。

「類型２」と「類型４」の割合の差から、図を適切に読み取れて
いないのか、あるいは、なかなか見ることのない「選択肢２（類
型２）」の回路が正しいのか判断がつかなかったと考えられる。

「正答数が１から７の比較的正答の
少ない児童」の４～5割が「類型２」で
ある。
「平均的な正答数の児童」において

も、約3割が「類型２」である。乾電池
が並列回路に正しくつながれた「類型
４」との割合にも差が見られる。

ものづくりでできた装置を言葉や図に表現したり、言葉や図から装置を再構成したりす
るなどして、理解を深めることの重要性について意識して授業を改善することが大切。

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



具体的な問題例
大問３（１）（３）

・ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみる
・発芽するために必要な条件について、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現
することができるかどうかをみる

泉大津市 ５６．４％
（全国 ７０．７％）

【解答類型５】 （泉大津市 ２５．０％ 全国 １６．６％）
おしべはイ、めしべはカと正しく捉えている。しかし、「花粉がめしべの
先につくこと」を受粉以外のものと指摘しており、受粉と捉えていない。
ヘチマの花のつくりについては知識が身に付いているが、受粉に関
する知識は身に付いていないと考えられる。このことから、ヘチマの花
のつくりに関する知識は身に付いているが、受粉に関する知識を身
に付けることに課題があると考えられる。

知識を他の学習や生活の場面でも活用できる程度に理解することが大切で
ある。そのため、観察や実験したことについて、図に整理したり、関連する用語を
まとめたりしながら、知識が身に付くように意識して授業を改善することが大切。

発芽に関する要因を挙げ、その要因を変える条件と変えない条件に区別しなが
ら、予想や仮説を基に解決するための観察、実験の方法を計画することが大切。

全国との差が最も大きかった問題

泉大津市 ４８．３％
（全国 ６２．０％）



具体的な問題例
大問４（２）イウ

水の蒸発について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解
しているかどうかをみる

【解答類型１・４・７】 （泉大津市 ８２．４％ 全国 ８３．７％）
「湯気は、水蒸気になっている」と解答している。

泉大津市 ６０．５％
（全国 ６４．２％）



具体的な問題例
大問４（２）イウ

水の蒸発について、温度によって水の状態が変化するという知識を基に、概念的に理解
しているかどうかをみる

正答数が多い、少ないにかかわらず、「水は加熱しないと水蒸気に変化しない」
と誤解している児童が一定数いる。

加熱しなくても水が蒸発する場面を生活の中から探したり、その場面と水が沸
騰する場面との差異点や共通点を整理したりするなど、学習内容を生活と関連
付ける活動を設ける。

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



教科に関する調査結果
中学校
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【中学校 国語】

・全体的に全国の平均正答率との差が縮まりました。
無回答率についても改善傾向にあります。

・文章の構成や展開について、根拠を明確にして考え
ることや、読み手の立場に立って、文章を整えることに
課題があります。

(解答時間が十分であった生徒の割合が全国-8.1％)

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

国語の勉強は得意ですか 49.8 48.8 51.4

国語の勉強は好きですか 46.8 56.3 57.9

国語の授業の内容はよく分かりますか 71.7 78.3 77.0

国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

83.3 86.4 88.3

学習指導要領の内容
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 46.9 47.8 48.1

(2) 情報の扱い方に関する事項

(3) 我が国の言語文化に関する事項

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 50.2 50.7 53.2

Ｂ 書くこと 47.6 50.5 52.8 

Ｃ 読むこと 59.5 61.2 62.3 

評価
の

観点

知識・技能 46.9 47.8 48.1

思考・判断・表現 51.5 53.2 55.3

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 7.1問 / 1４問 51％ 6.9％

大阪府（公立） 7.3問 / 1４問 52％ 7.2％

全国（公立） 7.6問 / 1４問 54.3％ 6.7％

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞

0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）



結果のポイント（中学校 国語）

[知識及び技能]

（２）情報の扱い方に関する事項

出題なし

（３）我が国の言語文化に関する事項

出題なし

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（１）⾔葉の特徴や使い⽅に関する事項

◆文脈に即して漢字を正しく使うことに課題がある。 [１一、３三]



結果のポイント（中学校 国語）
[思考力、判断力、表現力等]

A 話すこと・聞くこと

◇相手の反応を踏まえながら、自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫することはできている。 [２二]

◆資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することに引き続き課題がある。 [２四]

B 書くこと

◇目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることはできている。 [１二]

◆自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことに引き続き課題がある。 [１四]

◆読み手の立場に立って、表現や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることに課題がある。 [４一、二]

C 読むこと

◇文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることはできている。 [３二]

◇ ◆表現の効果について、根拠を明確にして考えることは改善傾向がみられる[３一]が、

 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることに引き続き課題がある。 [３四]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点



〈泉大津市 反応率（％）〉

34.4

39.7

25.9

（全国35.2％）

現状
勘の域を
出ない

各学年の語彙の指導事項の内容と関連付け、音訓を
意識し、同音異義語などの意味の違いに注意するな
どして、漢字を正しく使うことができるよう指導すること
が大切。



正
答
率

48
・
6
％

（
全
国

57
・
3
％
）

反
応
率

6
・
8
％



無解答率
1.7％

令和4年度中学校
国語２三（泉大津市
正答率45.8％）にお
いて、「自分の考えが
伝わる文章になるよう
に、根拠を明確にして
書くこと」に課題が見
られたことを踏まえて
出題された。



正答率 26.1％
（全国 31.0％）

今回の結果から、
自分の考えが伝
わる文章になるよ
うに、根拠を明確
にして書くことにつ
いて、引き続き課
題があると考えら
れる。



反応率 6.7％

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

根拠を明確にするために
は、自分の考えが確かな事
実や事柄に基づいたもの
であるかを確かめることが
必要。

接続する語句や指示する
語句を用いるなどして、伝
えたい事柄とその根拠とを
適切に結び付けたり、事実
や事柄を具体的に示した
りして書くよう指導すること
が大切。

根拠を明確にして書くことができるようになるために



無解答率
4.3％

伝えたいことから連想されるイラストをイメージしなければならない
→ イメージ同定



正答率 22.4％
（全国 23.2％）



反応率 23.1％

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

伝えたい内容が適切に
伝わるよう効果的に資
料や機器を活用すること
が重要

話の内容を踏まえ、話
の要点や根拠が明らか
になっているか、説明が
不足していないか、中
心となる事柄が強調さ
れているかなど、自分
の考えが聞き手に分か
りやすく伝わっているか
を確認し、資料や機器
の使い方について検討
することが大切。



24.4 59.3 12.0 4.1

〈泉大津市 反応率（％）〉

（全国61.0％）

「しきりと」って
わからない子が
多いだろうな

授業準備の段階で
リーディングスキルの視点を取り入れる



無
解
答
率

27
・
2
％

令和４年度【小学校】
国語２二（泉大津市正
答率68.5％）において、
「人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考
えたりすること」に課題
が見られたことを踏まえ
て出題された。



正
答
率

12
・
6
％

（
全
国

17
・
1
％
）

反
応
率

39
・
0
％



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より

作品の場面を捉えてそ
の構成を理解するだけ
でなく、登場人物の心
情の変化に沿って文章
の流れを捉え、その展開
を把握することが求めら
れる。

文章全体や部分におけ
る構成や展開を把握し
た上で、なぜそのような
構成や展開になってい
るのか、そのことがどの
ような効果につながる
のかなど、自分なりの
意味付けをすることが
重要。



【中学校 数学】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 6.5問 / 15問 44％ 12.6％

大阪府（公立） 7.0問 / 15問 47％ 12.1％

全国（公立） 7.2問 / 15問 48.3％ 10.6％

学習指導要領の領域及び評価の観点
平均正答率(％)

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

領域

Ａ 数と計算 38.2 42.4 43.5 

Ｂ 図形 44.8 46.2 46.5 

Ｃ 変化と関係 43.1 46.3 48.2 

Ｄ データの活用 51.2 54.9 58.6 

評価の観点
知識・技能 50.6 52.9 54.4 

思考・判断・表現 33.1 37.4 39.1 

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

数学の勉強は得意ですか 45.1 47.9 46.0

数学の勉強は好きですか 49.2 53.1 53.8

数学の授業の内容はよく分かりますか 73.8 74.8 70.3

数学の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

68.4 74.0 75.2

＜全国の平均正答率を１００％としたときの泉大津市の推移＞

・ 全体的に全国の平均正答率を下回る結果となりま
 した。

・式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数
学的な表現を用いて説明することに引き続き課題
がある。

・素数、増加量、相対度数といった用語の意味の理解
に課題がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

＜ 主なポイント ＞
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結果のポイント（中学校 数学）
[知識及び技能] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（A） 数と式

◆素数の意味を理解することに課題がある。 [１]

（B） 図形

◇多角形の外角の意味を理解している。 [3]

（C） 関数

◇事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることはできている。 [8（1）]

◆増加量を求めることに課題がある。 [4]

（D） データの活用

◇必ず起こる事柄の確率について理解している。 [7（1）]

◆相対度数の意味を理解することに課題がある。 [5]



結果のポイント（中学校 数学）

[思考力、判断力、表現力 等] ◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

（A） 数と式

◆目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、

事柄が成り立つ理由を説明することに課題がある。 [６（3）]

（D） データの活用

◆不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、

判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 [7（2）]
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4.5

20.4

8.2

10.0

15.8

13.0

0.9

1が素数に含まれないことの理解
を深める

例）12の素因数分解

【１を素数に含めた場合】
２²×３
１× ２²×３ → 複数の表し方に
１²× ２²×３

【 １を素数に含めない場合】
２²×３ → ただ1通りに決まる

各問題の結果と学習指導について

（全国31.8％）
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19.1

8.2

（全国34.7％）
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34.0

20.3

9.3

0.7

6.9

1.5

0.2

1.1

16.2

9.9

相対度数、度数、累積度数、
累積相対度数当の、様々な
用語を用いてデータの傾向
をとらえ、説明できるように
することが大切。

（全国42.5％）
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不十分な説明では、
（ｂ）（ｄ）のみが多い
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（全国45.2％）
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47.6

17.9％

（全国55.9％）

直感だけでなく、確率を用
いて、論理的に説明できる
ようにすることが大切。



【中学校 理科】

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた説明会【説明資料】より



【中学校 理科】
共通問題【1】 平均正答数 平均IRTスコア（非公開問題含む） 無回答率

泉大津市 2.4問 / 6問 465 8.1％

大阪府（公立） 2.7問 / 6問 487 6.1％

全国（公立） 2.9問 / 6問 503 4.6％

生徒質問紙の質問事項
「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計（％）

泉大津市 大阪府 全国

理科の勉強は好きですか 57.6 59.6 63.8

理科の授業の内容はよく分かりますか 70.8 72.1 71.4

理科の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

49.6 60.6 63.4

将来、理科や科学技術に関係する職業に
就きたいと思いますか

23.9 21.7 21.7

＜ IRTスコア分布グラフ＞

問題
番号

領域等
評価の観点
（枠組み）

問題
形式

平均正答率

泉大津市 大阪府（公立） 全国（公立）

（1） エネルギー
知識・技能

（知識）
選択 46.1 52.7 51.9 

（2）
粒子

課題の設定
思考・判断・表現

（構想）
記述 34.6 40.2 46.2 

（3） 地球
思考・判断・表現

（分析・解釈）
選択 29.1 33.5 36.2 

（4） 生命
知識・技能

（知識）
選択 21.5 27.7 29.7 

（5） 粒子
知識・技能

（知識）
短答 33.9 45.6 44.9 

（6）
粒子

振り返り
思考・判断・表現

（検討・改善）
記述 73.0 73.8 79.4 

300 350 400 450 500 550 600 650 700
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＜ IRTバンド分布グラフ＞

＜ IRTバンド分布グラフ＞
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結果のポイント（中学校 理科）

[知識及び技能]

◆呼吸を行うことと、生命を維持する働きを関連させて理解できていない。 [１（4）生命]

◆元素を記号で表すことに課題がある。 [１（5）粒子]

◇…比較的できている点 ◆…課題のある点

[思考力、判断力、表現力 等]

◆身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための

課題を設定することに課題がある。 [１（2）粒子]

 ◇探究から生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着目した

振り返りを表現することはできている。 [１（6）粒子]



（2）疑問を解決するための課題を記述する

（正答の条件）
次の（ａ）と（ｂ）を満たしているもの
（ａ） 【Ａさんの疑問】を解決しようとする内容になっているか。
（ｂ） 水道水と精製水の両方の性質に着目している。

（正答例）

例１ 水道水と精製水の性質にはどのような違いがあるか。

例２ 水道水と精製水の違いを調べよう。 無解答率13.3％

正答率 34.6％（全国 46.4％）

子ども自身のめあて

国立教育政策研究所 令和７年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた
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（4）呼吸を行う生物を選択する

（正答）

１，２，３，４
無解答率0.4％

正答率 21.5％（全国 29.7％）

（解答類型１）

１，２，３ 等

↓

動くものを

選んでいる

反応率 64.1％

IRTバンド別解答類型割合グラフ
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（6）探究の過程におけるあなたの振り返りを記述する

（正答の条件）
次の（ａ）と（ｂ）～（ｅ）のいずれかを満たしているもの
（ａ）水道水や精製水に対して振り返る表現となっている。
（ｂ）Ｂさんの視点を参考に、疑問に感じたことや、

調べてみたいことを記述している。
（ｃ）Ｃさんの視点を参考に、はじめの考えから考えが

変化したことを記述している。
（ｄ）Ｄさんの視点を参考に、身近な生活とのつながり

について感じたことを記述している。
（ｅ）Ｂさん、Ｃさん、Ｄさん以外の視点で記述している。

（正答例）

・ 浄水場での安全に水道水を飲むための工夫があるからこそ、生活に安全な水を使用できていると
知って、水への感謝が深まりました。水の違いについてあまり興味はなかったけど、精製水とミネラ
ルウォーターの違いや、川の水と海の水の性質の違いなど、水についていろいろ調べてみたくなりました。 無解答率16.0％

正答率 73.0％
（全国 79.4％）

Cさんタイプが反応率 41.3％で最多でした



IRTバンド別解答類型割合グラフ
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・現在行っている取組みの分析・評価

・授業改善の内容など実現可能な取組みの決定

・授業における調査問題のような場面設定や評価問題としての活用

・解答類型やRSの視点等を基に分析した児童・生徒一人ひとりの実態に応じた手立ての準備

・これら分析のプロセスを通じて教師が得た力を日頃の見取りや指導改善に生かすサイクルに

問題分析・結果分析の活用あたって

国研の調査官たちは、学習指導要領で
めざす資質・能力育成の過程を、調査問
題で具体的に表現しようとしています。

74



調査結果を踏まえた取組の充実

75
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